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皆さん、今日はありがとうございます。このすばらしい歴史を持つ美しい町、京都にお招きを頂きまして大変うれしく
思っております。これまでも二度京都のほうを訪問しておりますけれども、毎回非常に多くのものを得て帰っております。
私は、この京都の持っているすばらしい寺院、もしくは神社、こういったものを見始めるスタートもまだ切れていない
ぐらいの状態だと思うなんですけれども、同じことがこの犯罪学についてもいえると思います。すべてについて、いっと
きに学ぶことはできないと思っています。
私は、まず初めに犯罪の防止とコントロール、特に都市部におけますそれについて、お話をしたいと思います。そして、
非常に、人々の暮らしに根ざした地域というもの、コミュニティというものについて考えていきたいと思っていますので、
手始めに、人々の日常生活の中で、どのようにその生活をデザインし、組織していくかということが犯罪の防止、もしく
は犯罪の増加につながるかということをお話したいと思います。
そして、その同じ考え方からつながりまして、日本で比較的犯罪の率が低いのはなぜかということ。そして、今後それ
はどのように増加するかということについてお話をしていきたいと思いますし、また、アメリカではどうかということに
ついてもお話をしたいと思っています。
さて、各地域における安全というもの、それには 2 つの原則が基本としてあります。まず、そこに暮らす人たちが、各
人たちにとっての地域、地元、これを監督する、監視するのでなければならないということがあります。
そして、この監視、もしくは管理の力というものが、物理的なデザインや建築の仕方によってサポートされていなけれ
ばなりません。2 つの原則があります。スライドには番号が振ってありますので、何か質問がありましたら、何番のスラ
イドについてというふうにして質問してください。
さて、視野が悪くなる、見通しが悪くなると自己防衛、そして、隣人を守ろうとする人間の活動、これに支障が出ます。
ですから、建物や、もしくは通り、そして樹木や茂みといったものをどういうふうに配置するかということはとても重要
です。こうしたものが、もし視界を遮ることになると安全が損なわれてしまいます。
さて、ここからさらに一歩進めますと、ある空間を効果的に、もしくはある空間、スペースを効果的に監視するために
は、次のようなことをする必要があります。その場所に、人々が近い距離にいる、近い場所にいるということ。そこで、
また何が行われているかを直接目で見て監視することができるということ。
そして、その場所に対して監視を行うために、その場所は自分が見ているんだという、はっきりとした責任感を持つと
いうことがあります。
さて、住宅地域における犯罪防止、そのための、地元の人たちが持つ義務というのは、何を基礎にしているかといいま
すと、やはり、長年そこに住んでいる人たちがいるということ、そこに家を所有している人がいるということ。また、そ
こに住む人たちは、お互いを知っているということ。そして、また、そこに暮らす人たちが何か問題が起こっている、何
かおかしなことが起こっているときには、それを見ることができるということがあります。
それでは、なぜ、長年暮らす人たちがいることが大事かといいますと、この話を続ける前に少しスライドを見ていただ
きたいです。こちらをご覧ください。こちらは、3 つの円がありますけれども、それぞれの円は人々が近い距離にいると
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いうこと、また、何が起こっているか監視できるということ。そして、責任を持つということ、その 3 つの輪が合わさっ
たところに安全が現れます。
そして、次をご覧ください。こちらは最善のレイアウト（Best layout）ということを示しております。やはり小さな
住居、小さな町の見通しの良い道路というものがあります。
さて、非常にすばらしい統計がありまして、地域においてどのように各住居がレイアウトされているかという、その違
いによって、大きな安全上の違いが生まれているということが示されております。
今日は、私がお話をしますことは、これまでの研究の成果ということです。これは小さな違いということではなく、非
常に大きな違いに基づいています。ここに示しておりますのは、古くから住む住民の方が多い地域が、非常に犯罪が少な
いということなんですけれども、例えば、盗難についてもそうですし、強盗についてもそうですし、ほかの犯罪について
も、いろんな種類の犯罪について、やはり長く暮らす方がいらっしゃると犯罪率が少ないということが出ています。
それに対して、非常に新しい住民の方が、もしくは短期しか住まない方が多いところでは、そういった犯罪のリスクが
非常に高いという状況になっています。ですので、長く住まわれる方がいるということで安全が生まれてくるということ
です。
さて、ここで日本を専門に研究しているアメリカの方々、そして、また日本のコメンテーターの方々の意見と異なる意
見を、私は申し述べたいと思います。日本を専門に研究するアメリカの人たちや、また日本のコメンテーターの方たちは、
日本での犯罪の率が低いということは、日本の文化の力が理由であるという方が多いのですが、私は、これには賛成して
いません。私は日本での犯罪率が低い、その基本的な理由となっているのは、道徳的なものでもなければ、文化的なもの
でもないと考えています。
代わりにこれはもっと実際的なことですが、例えば、場所の監視であるとか、もしくは人々がどのようなものを買うか
といったことに関係しているのです。あと、これから少し時間をかけて、この点についてもう少しお話をしたいと思いま
す。
ここで 1 つ言葉をご紹介したいと思います。アメリカの社会科学者が使う言葉なんですけれども、アーバンビレッジ、
都市型集落という言葉です。ハーバート・ガンズが 1962 年にこの言葉をつくり出しました。この言葉、都市型集落によっ
て彼が示したのは、アメリカの都市の中で、人々が比較的、ほかよりも安全な日常生活を営み、そして、また知人と face 
to face でのコミュニケーションをとれるような場所を示していました。
その 1 年前、1961 年には、ジェイン・ジェイコブズが、彼女の著書『The Death and Life of Great American Cities 』、
『偉大なアメリカの都市の生と死』という古典的な本を出版しました。彼女が説明したのは、この古きアメリカの都市の
地域というもの、これはもちろん完全には清潔なすばらしい場所というわけではないかもしれませんが、しかし、そこに
暮らし、子育てをするにはすばらしい場所だったのでした。
彼女はこの新しい都市の開発プロジェクトというのには真っ向から反対をしていました。この新しい開発プロジェクト
では、古いこうした地域を、もうブルドーサーですっかり取り払ってしまって、そこに代わりに高層ビルを建てようとし
ました。
さて、彼女が感じていたのは、古きコミュニティ、古き地域というものは、これは徒歩で暮らすような歩行者のために
つくられており、そして、そこでの生活というものは、町の活気を生み出して、そして、また同時に犯罪の率を低く抑え
ているんだと考えていました。
そして、彼女が考えていたのは高層ビル、そして、歩行者ではなく、車のために造られた道路というものは、結局は、
その地域の暮らしというものに害を与え、そして、その町にダメージを与えてしまうことになるだろう、彼女はそう予測
していました。
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そして、彼女の予言どおり、そういったところでの犯罪率は上がったのです。そして、これは非常に皮肉なことでもあ
りました。というのは、この新しい再開発、もしくは建築というものは、それまで悪いものだと思われてきた古い地域に
取って代わるように設計されていたからです。
実際にはこの新しい建築によって、もしくは建設によって、事態はもっと悪くなってしまいました。そして、今、中国
でも、真ん中に中庭があるような古いタイプの建物が、だんだんと新しい構造ビルに取って代わられているということが
起こっています。この中庭があるアパートでは、非常に、人の目が届くという状況ですけれども、これが新しい建物と取っ
て代わられたために、同じような問題が起こってしまっています。
そして、このヤコブとガンズの 2 人のアイデアと、そして研究した結果、これを合わせますと、なぜ都市型集落では犯
罪の率が低いのかということを理解することができます。
まず、こちらにありますように、そこに暮らす人たちは長くその地域に住んでいます。そして、その住民の多くが自分
自身の家を所有しています。アメリカの標準からいくと、小さな家かもしれませんが家を所有している。そして、道路は
そんなに幅広いものではなく、これによって非常に見通しが良くなっています。
そして、近隣に住む人たちは比較的似たような人たちが多くて、共有の遺産も持っている。彼らが共有しているのはほ
かより良い文化というのではなく、共通の文化である。そして、この共通の文化があるがゆえに、そこに暮らす人々はお
互いに助け合うということが起こっています。
そして、実際に彼らはお互いに助け合うことができていました。なぜかというと、お互いに見える位置にいたからです。
そして、この都市型集落におきましては、若者ではなくて、中年ぐらいの人たちが、アメリカではこのアーバンスペース、
この都市のスペースをコントロールしています。
そして、女性も非常に力を持っていまして、男性をトラブルから守っていると。人々はお互いのことをよく知っていま
すので、ルールを破ることができません。また、新しく入ってくる人たちも、すでに前からそこにいる人たちとの社会的
なつながりがあります。道路はよく監視されていて、時には塗料が剥がれているようなこともあるかもしれませんが、お
おむね通りというものは清潔に保たれていて、剥げていたにしても、きれいな通りになっています。
すばらしい、すごい通りだというふうには見えませんけれども、しかし、安全な通りです。都市型集落においては、安
全であるためにリッチである必要も、もしくは中流階級である必要もありません。都市型集落における安全、その基礎に
なっているのは愛であるとか、もしくは親切さというものではありません。その基礎になっているのは、例えば外部から
来た人たちに対して疑いの目を持つような隣人たち、それから、よそからよそ者がやってきたときに、それに気付くこと
ができる人たちなのです。
これが残念なことに、アメリカでは都市型集落というのは非常に少なく、さらに数が減ってきています。
さて、ほかの先進国と比べますと、アメリカは大きい国ですので、アメリカの都市部というのは、もっともっと拡大し
ていく余地があります。そして、アメリカでは、大きい家があって、大きな庭があって、大きな窓がついていて、結局不
法に侵入するための入り口があります。
そして、数は少ないですけれども、幾つかあるアメリカの都市型集落は、その回りに、非常にコントロールがしにくい
ほかのエリアが何か存在しているという形になっています。これに対して日本の社会は、多くの都市型集落から構成され
ています。先ほど申し上げた 3 つの原則を思い出してください。まず、距離が近いということ、そして、何が起こってい
るかを直接見ることができるということ、そして、その地域の監督に対して責任感を持っているということ、この 3 つで
す。
日本では、通りはアメリカよりも狭く、日本の家はアメリカのものよりも小さく、ですから監視がしやすくなっていま
す。そして、日本の方々は、アメリカと比べると、そんなに引っ越しもされないということで、結局日本においては、ま
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だまだ都市型集落というのがメーンになっています。
こうした違いがあるにもかかわらず、今アメリカでは別の理由、別の観点から犯罪率を低くしようということになって
います。アメリカではもうキャッシュ、現金をできるだけ使わずに、クレジットカードを使おうということになっていま
す。この現金を扱わないということが恐らく西欧社会においては、犯罪率を抑える一番大きな要素になっているのではな
いでしょうか。
町を歩く人たちも現金をあまり持ち歩いていませんし、お店や家に置いてある現金も少ないのです。そして、キャッシュ
を持っていることによって、もちろん、家に対して強盗が入るということもありますし、また、そのほかの犯罪につながっ
ていくということもあるわけです。
ほかにも変化があります。ビールの消費量が減っています。また、住宅価格が高騰しているために、多くの人が引っ越
しをしないということで、長く 1 つの地域に住む人が出始めています。また、自動車のロックが進化したために車が盗ま
れにくくなっています。
また、在宅で仕事をする人も増えておりますので、これによって地域を見張ることができる人も増えています。では、
ここで、オーストラリアのグリフィス大学教授ダニエル・レイノルドさんの、すばらしい研究結果をご紹介したいと思い
ます。
彼女がまだドクターコースの学生だったときに、非常にすばらしい研究方法を確立されました。彼女は、例えば、皆さ
んの家の前まで歩いていくわけです。そして、家のほうに近づいていって、まず初めに、自分は、誰かここで人を見かけ
ただろうかということを聞きます。
例えば、皆さんがいらっしゃるとして、お会いしたと。そのときは逆に、「じゃあ、皆さんは、私がここに近づいてい
くのを見えましたか」という質問をします。もし、全然見慣れない彼女が歩いてくるのを見て、「そこで何をしているんだ」
というふうに問いかけようと思いましたかということを聞きます。
そして、4 番目は、警察に電話をしますかというものです。そして、この調査の結果を、地域の犯罪率と照らし合わせ
ました。そして、その地域で犯罪が起こるかどうかということを示唆してくれる一番の指標、これは、やはり人を見るこ
とができるか、実際に目に見えるかどうかということでした。
そして、次に大事なものとしましては、家の中の人から、彼女に近づいてくる人が見えるかどうかでした。3 番目につ
いては何も言いませんでした。そして、最も重要性が少なかったのは、警察を呼ぶかどうかということだったんです。そ
して、この実験がアメリカの各所で行われ、またアメリカ国外でも行われました。そこで分かったことは、やはりいかに
監視ということが大事であるかということでした。
そして、もし、こうした研究結果に科学的に正当性があるということであれば、恐らく、犯罪学者は、あまりにも大き
な重要性を、警邏活動といいますが、ポリシングに置きすぎたと思います。
もちろん、警邏活動ということも大変重要ですが、しかし、覚えておかなければならないのは、今行われている犯罪を
見るということは、警察官にとってもほとんどできないということです。こうした研究結果は、もちろん、より興味深い
ということもありますけれども、それだけではなく、1 つの施策としても重要であります。もし、各地域の環境を、非常
にうまく設計すれば、例えば、誰か部外者、何か悪意を持って部外者がやってきても、人がそこにいるのを見て、そして
何も罪を犯さずに去るということもあるわけです。
ですから、その空間を、むしろどのように設計するか、デザインするかということが重要です。非常に大きな土地があっ
て、そして不動産の価格も安いとなりますと、やはり監督、監視は難しくなってくるでしょう。
しかし、そういった場所にあってさえも、もし正しく適切な設計、デザインをすれば、犯罪を減らすことができます。
また、日本においては、商店、もしくは店舗の位置というものも非常に重要です。日本では比較的小規模な店舗、もしく
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は商店といったものがたくさん並んでおり、それらが道を監視する役割を果たしております。
ですので、やはり周りに人がいないということ、もしくは何が起こっているか見えないということ、こうしたことが犯
罪につながっていきますし、たとえ何が起こっているかを見えたとしても、そこに暮らす人たちがそれに対して、何か全
員責任感を持っていなければ、やはり判断することはできません。残念なことに、アメリカの研究者の多くは、各地域の
感情的な面にあまりにも焦点を置きすぎて、実際的な面を忘れてしまっています。
もちろん、アメリカの各地域の住民たちの住んでいるところに対して、非常に強い思い入れもあれば、愛情もあるんで
すけれども、しかし、実際にある時間、そこにいなければ、そこで起こっていることを防ぐことはできません。
ですから、人間による監視、人による監督というもの、これには、やはり時間というものが大きく関わってきます。例
えば、非常に仲がいい隣人の方がいらっしゃって、助けたいと思ってくださっていても、その方が仕事柄、夜遅くまで帰っ
てこないとなれば、皆さんの家を見ていることはできません。
1972 年、オスカー・ニューマンが、都市部におけますスペースには 4 つの種類があるということで定義を行いました。
1 つは完全にプライベートなスペース、2 つ目は、半分だけセミプライベートなスペース、そして、もう一つは、少しオー
プンになったセミパブリックなスペース、そして、最後は完全にパブリックなスペース、この 4 つです。
プライベートなスペースの代表としては、皆さん自身の家があります。セミプライベートな場所の例としては、皆さん
のおうちのすぐ前の場所というのがあります。セミパブリックな場所の例としては、例えば、皆さんの自宅のすぐ前の家
の、歩道の部分ですね、道路ではなくて歩道の部分という形です。
そして、パブリックスペースとしましては、幅の広い幹線道路というものであります。そして、アメリカでは、誰も、
あなたが責任者ですという人がいないパブリックなスペースは非常に大きくつくられています。そして、非常に皮肉なこ
とですけれども、プライベートな乗り物である自動車、これが増えることによって、監督のしにくいパブリックなスペー
ス、これが大きく必要になり、犯罪の発生と密接に関わってきます。
パブリックな乗り物では、電車を使いますと、1 つのレーンで、例えば 6 レーンのハイウェイを使うのと同じぐらい多
くの人を運ぶことができます。そして、また、同じ数の人を輸送するに当たって、例えば電車のために必要な、鉄道のた
めに必要なスペース、そして、5 万台の車を収容するのに必要なスペースと比べますと、やはり鉄道網のほうがより小さ
なスペースが増えます。
ですので、非常に広いパブリックな場所をつくって、それを監視し、そして保護していこうというのは、あまり実際的
ではありません。
それでは、ここで、現代社会におけます労働力の高さについてお話をしたいと思います。アメリカでは、人件費が非常
に高く、恐らく日本より高いのではないかと思っています。人件費が高いことによって、私たちの生活は大きく変わって
しまいました。民間、そして公、両方の組織にとって、やはり人件費の問題というもの、そのコストを削減するというこ
とが、社会的に非常に重要になってきていますので、さまざまな経費が、これまでとは違った形で提供されてきました。
そして、この人件費が非常に高いがゆえに、今、警察や、もしくは民間の警備会社に頼って地域の安全を守ってもらう
ということがだんだんと難しくなってきています。日本でもそうではないかと思います。
しかし、例えば、アパートのデザインを適切にすることによって、そのように高い人件費を払わなくとも、ある程度の
やはり監督、監視をすることができるようになると思います。例えば、アパートによって、1 つの入り口に対して 3 個か
4 個の部屋があるということであれば、1 つのドアに対して 100 軒、100 個の部屋があるというアパートと比較しますと、
やはり犯罪率は非常に低くなっています。
それでは、ほかにも、われわれと日本との間の違いを生み出している、犯罪に関する、日本に関する状況を見てお話を
したいと思いますが、まず初めは若者たちの安全です。
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アメリカでは、日本に比べますと、まず学校の休みが長いので、学校のある日自体が非常に少ないということ。それか
ら、放課後の活動もアメリカではほとんどありません。たとえ、その放課後の活動が学校であったとしても、日本やその
他、アジアの諸国と比べますと、非常に短時間で終わってしまい、早くに終わってしまいます。
私の理解では、今、日本の若者たち、学生たちは、大体夜の 7 時ぐらいまでは非常に忙しくいろいろな活動をしている
と思うのですけれども、アメリカはもう 3 時以降になるとフリーな時間になっています。
その結果、アメリカの若者たちはより多くのリスクにさらされるという結果になります。といいますのも、やはり日本
の子どもたち、若者たちよりも長い時間、両親や、もしくは大人の監督なしに時間を過ごすことになっているからです。
先ほども申し上げましたけれども、やはり証拠に基づくお話をしたいので、ここで幾つか例を挙げたいと思いますけれ
ども、例えば、西欧社会において、どれぐらい違いが大きいかということ、その例を申し上げたいと思います。
もともとのデータはイギリスのものですけれども、その他、ベルギーなどでも、そのデータが確かにありました。ここ
から、少しこれまで用意してきたものから外れて、この例について、これから少しお話をしたいと思います。今少し思い
付いて話をしますので、スライドがありませんけれども、ご容赦ください。
1979 年に、オリジナルなドキュメントを出しまして、そこでは、時間当たりのリスクの計算というのを行いました。
ある行為において犠牲者になる確率、犠牲者になるということ、これを分母のほうは、そのある行為で費やした時間と
いうことで割っていきます。分母と分子はこのようになっています。この分母と分子のデータにつきましては、それぞれ
別途の研究だったんですけれども、その研究の成果をこちらで合わせました。
これは私自身とアンドレ・ミューという 2 人で行った最近の研究の成果なんですけれども、これによって、犠牲になる
ことを減らすための時間と、その関連というものを示しています。
学校から家までの下校の道、これが子どもたちの 1 日の時間、これを 1 時間、1 時間で割ってみたときに、学校からの
下校の時間が最もリスクが高いということが分かりました。ですから、ある状況における時間、これは、ほかの状況にお
ける時間よりも、よりリスクが高くなります。
そして、今、こちらを見ていただいていますけれども、このデータ自体、これは計算とデータは別の人が行われたこと
になっています。そして、私はこちらに話を戻したいんですけれども、私自身が計算を行いました。こちらのほうでは、
1 万時間当たりのリスクというものをティーンエイジャーたちに対して計算をしております。
彼らは犠牲者ではなく、行為を行った側のほうです、犯罪行為を行った側のほうです。家族と一緒にいるときは、ほぼ
何も悪いことはしません。また、学校でもほとんどありません。また、仕事中もほとんどありません。ところが、ただ、
周りに大人がいても、仲間と一緒に何か行動をすることになると急にリスクが増えます。ここから大きく伸びています。
ところが、大人、もしくは両親が全く周りにいない状況、10 代の子どもたちだけになりますと、さらにこのリスクが
急に大きくジャンプします。100 倍以上もリスクが高くなっています。
ここに、先ほど言った状況というものを加えるとします。例えば、大人の立ち会いなしに、10 代の子どもたちだけで
シティーセンター、町の真ん中に出かけたとすると、さらにリスクは高くなります。
こうした要素を最近まで踏まえて研究しております。これが今、私たちが行っている最新の仕事になります。そして、
こうした研究結果を見ますと、やはり日本におきましても、10 代の子どもたちが大人の監督の下、忙しく、いろいろな
することがあるという状況、そういうことがいかに大事であるか、なぜ大事であるかということは理解できると思います。
実は、少し非公式な形で述べさせていただきますと、私どもはこうしたことをもう 30 年近く、実は申し上げてきまし
たし、いろいろなところに書いてもきたんですけれども、ようやく最近になってしっかりとしたデータがそろってきて、
このことについて、より強く確認した形で皆さんに発表することができるようになりました。
非常に新しいデータであればあるほど、その研究結果ですが、その統計の結果というものは、より興味深いものになり、
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そして、よりはっきりとした結果を示しているようになってきています。
それではもう一つ、若者のことから離れまして、日本とアメリカの違いについてお話をしたいと思います。それは車に
関するものです。アメリカでは日本の車検に当たるものがありませんので、中古車、この使用率が非常に高いと。日本で
はもっと多くの新車が走っていると思うんですけれども、テキサスでは、例えば 65 ドルで 2 年間中古車を登録すること
が可能ですが、車検の場合はもっと高くつくと思います。
また、もう一つ、アメリカでは、より長距離を乗る傾向にありますので、車の消耗が激しいということになります。こ
うした状況から、アメリカでは車の中古部品のマーケットが存在しております。ですので、車を盗んで、その部品を売る
という、そのマーケットが存在しているんですが、日本ではそうした市場が存在していませんので、車を盗むだけの価値
がないという状況になっています。
それでは、皆さんに 1 つのウエブサイトをご紹介したいと思います。こちらにそのサイトのアドレスを書きますけれど
も、こちらをご覧いただきますと、「犯罪の分析のための 60 の手段」ということで、60 のステップが出てまいります。
非常に大切なこととしましては、こちらのサイトをご覧いただきますと、具体的なそれぞれの種類の異なる犯罪ごとに、
どのように防止をすればいいかということが書いてあるんです。75 から 100 以上のタイプに分かれております。アメリ
カにおける犯罪学者は、非常に知的な方が多いんですけれども、犯罪を語るに当たって、1 つか 2 つのカテゴリーですべ
てを網羅したいというふうに考える傾向があります。
できれば、1 つの一番基礎になるモチベーションがあって、それが理由になって、この犯罪が起きるというふうに定義
したいんだと思います。しかし、そんなに手ぬるいことではやっていけません。
例えば、自動車の窃盗に関しましても、少なくとも 7 から 8 の種類は自動車窃盗の形があると思います。本当に数え上
げたら切りがないのですけれども、例えば、自動車を盗むに当たっても、パーツを盗るために盗むという、ただ単に乗り
回すために盗む、家に今日中に帰りたいから盗むとか。もしくは、別の犯罪のために手段として盗む、外国に売り飛ばす
ために盗む、友達に見せびらかすために盗む、本当にいろいろな形があります。
例えば、バイオロジーでありますとか、生命科学ということを考えますと、その研究が扱うものは非常に多岐にわたっ
ている、多様化しています。では、なぜ、犯罪学においては、人々の行動であるとか、不法な行為というものが、この自
然界が持つような多様性に欠けるというふうに考えることができるでしょうか。
ですから、犯罪について研究をしておりますと、もちろんこの今スライドで挙げましたような、ある程度全体に当ては
まるようなことももちろん分かってはくるんですが、しかし、研究をすればするほど、それぞれが非常に異なっている、
それぞれが非常に独立したものであり、また、全体的には大きな多様性があるということだと思います。
以上です、ありがとうございました。
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1
To be discussed today
本日のテーマ
• What makes crime 
lower in one 
neighborhood
compared to another?
• Why is crime lower in 
Japanese 
neighborhoods 
compared to American 
neighborhoods?
• なぜ、ある地域社会で
は、他の地域社会より
犯罪が少ないのか
• なぜ、日本は、アメリカ
と比較して犯罪が少な
いのか
2
Two principles of a low crime neighborhood
犯罪が少ない地域社会を形成するための原理
1. People must be able to 
supervise very local space.
2. That ability must be 
assisted by physical design 
and construction
人々が、地域を監視・管
理できなくてはならない
この監視・管理の能力は
物理的なデザインや建築
の仕方によって支えられ
なくてはならない
3
To supervise a place or space effectively, people must be
人びとが、場所や空間を効果的に監視するためには
1. positioned in close 
proximity to that 
location,
2. with direct view of what 
is happening there, and 
3. have a defined 
responsibility for 
looking after it.
1．人々が近い距離にい
ること
2．その場所で何が行わ
れているかを直接目視
できること
3．人々が、その場所で起き
ていることに責任を持つ
こ と
4
日常的監視・管理
活動の3つの構成
要素
a 人々が近い距
離にいること
ｂ その場所で何
が行われているか
を直接目視できる
こと
ｃ 人々が、その場
所で起きていること
に責任を持つこと
→安全な状況
5
Best layout –
small houses, 
small street, 
good sight lines 
6
最善の設計方針
小さな住居、
小さな街並、
見通しの良い街路
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Long-term residents make it safer
古くからの住民が多い地域は犯罪が少ない
7
The URBAN VILLAGE
アーバン・ヴィリッジ
都市型集落
• Herbert Gans, 1962, 
invented the term
• Jane Jacobs, 1961, 
explained why small 
scale neighborhoods in 
Boston have less crime
• ハーバート・ガン
1962年に、この用語を初め
て使用
• ジェーン・ヤコブス 1961年
なぜ、ボストン市において、
都市型集落は犯罪が少ない
のかを説明
8
Features of an urban village
都市型集落の特徴
1. stable residency,
2. narrow streets, easily 
monitored, 
3. Small homes - Owners 
living there
4. similar neighbors with 
a shared past
1．住民の移動性が少ない
2．道路を挟んだ街並が、極
端に広くない、住民の目が
届きやすい
3．住居が小さいー所有者が
その住居に住んでいる
4．同じ経験を有する均一的
な住民
9
Important comparison
重要な比較
• In America, urban 
villages are now rare, 
and are surrounded by 
other places
• In Japan, urban villages 
are normal
• アメリカにおいては、都
市型集落は、希少であ
り、あるとしてもそうで
ない地域に取り囲まれ
ている
• 日本においては、都市
型集落が通常である
10
Japan’s small shops and restaurants
日本においては、店舗やレストラン等が小さい
• Easier to monitor
• Clear sight lines
• Cover less space inside 
or outside
• 監視が容易である
• 通りが見通しが良い
• 他から遮断された空間
が、室内または室外に
おいて少ない
11
Danielle Reynald’s remarkable study
ダニエル・レイノルドの優れた研究
• Walks up to your home
1. Do I see anybody ?
2. If yes, do they see me?
3. If yes, do they say 
anything?
4. If yes, do they call the 
police? 
BEST PREDICTOR OF 
CRIME RATE:  Number 1
自宅までの帰り道で
1．自分は、誰かを見かけたか
2．見かけた場合、その人物は
自分を見ていたか
3．その人物が自分を見てい
た場合、自分に声をかけてき
たか
4．声をかけてきた場合、その
人物は警察に電話したか
犯罪率を最も的確に予測する
ものは、１である
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Extra idea - Activities of youths
若干の考察ー青少年の行動
• US – fewer hours per 
day in school
• Fewer afternoon 
activities
• Afternoon activities end 
earlier
• 米国ー1日に学校で過
ごす時間が少ない
• 放課後活動が少ない
• 放課後活動の終了時
間が少ない
13
Supervision effects are dramatic
目覚ましい監視効果
14
Extra idea - Automobile differences
若干の考察ー自動車における差異
• New cars vs. old
• Automobile registration 
system (Shaken)
• Miles traveled per car in 
Japan 
• Market for stolen car 
parts
• 新車か、中古車か
• 車検制度
• 日本での自動車の走
行距離
• 自動車盗難部品の売
買市場
15
Thank you very much
ご静聴ありがとうございました
Marcus Felson
Texas State University
マーカス・フェルソン
テキサス・州立大学
mf38 @ txstate.edu
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